
第3回各務原市学校建替基本方針策定委員会：資料１

第11回
以降概要説明

教室空間
 学び

現況
課題整理

整理項目
 柔軟性・可変性
 ゆとりある教室空間
 オープンスペース
 特別教室
 学校図書館
 執務空間
 多様な教育的ニーズ など

整備方針のポイント
 つながりの深化と5つの視点
 基本事項＋留意事項
 空間ごとの内容整理

議論のポイント
1 他項目との連動する部分の整理
2 まとめと整理

方向性
の検討

基本方針
(案)の作成

パブリック
コメント

 全体の議論の流れ・本日の議論のポイント
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現況写真
 机サイズ
 教室サイズ
 多目的スペース

地域カルテ・学校カルテ

 適正規模校をベースに策定する

アンケート
(1回目)

資料１ 資料３資料２

資料４

資料５･６

第3回
第4回

議論のポイント
第3回 教室空間、オープンスペース、特別教室
第4回 図書館、執務空間、配慮を要する子の空間

・・・

各務原らしさ / 教育大綱 / つながりの深化への配慮（子ども･地域･教員/弱者） / 5つの視点（学び、生活、共創、安全、環境）

※ここに示すものは概念図のため、検討フローについては第2回各務原市学校建替基本方針策定委員会：資料５（改訂2）を参照のこと。



学び 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で創造的な学習空間を

実現する 

GIGA スクール構想による１人１台端末の日常的な活用に伴う個別最適な学びと協働的

な学びの一体的な充実に向け、その基盤となる学習空間も、画一的・均質的なものから、

柔軟で創造的なものに転換していく必要がある。 

このため、学び・活動の変化に柔軟に対応していくことや、教室・教室周辺の空間の改

善・充実、様々な活動の場となる教室の有機的な連携・分担、設備や家具の工夫、執務空間

の改善・充実を図るなど、多様な学びの姿に柔軟に対応できる創造的空間の整備を進めて

いくとともに、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた施設環境の整備を推進する

必要がある。 

ⅰ）変化に対応する柔軟性・可変性のある空間構成 

ⅱ）多様な学習活動を展開できる教室空間 

ⅱ－１）１人１台端末環境等に対応したゆとりのある教室の整備 

ⅱ－２）多目的スペースの活用による多様な学習活動への柔軟な対応 

ⅱ－３） ロッカースペース等の配置の工夫等による教室空間の有効活用 

ⅲ）様々な教科等の教室の有機的な連携・分担による多様な活動の展開 

ⅳ）読書・学習・情報のセンターとなる学校図書館の整備 

ⅴ）設備や家具の工夫による多様な学習活動の展開・教室環境の充実 

ⅵ）学校における働き方改革を推進し、パフォーマンスを最大化するための執務空間 

ⅶ）９年間を見通した義務教育を支える施設環境 

ⅷ）特色・魅力ある高等学校づくりを支える施設環境 

ⅸ）多様な教育的ニーズのある児童生徒への対応 
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（非該当）
（留意事項として関係する可能性あり）


